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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本稿'の趣旨

　前稿第五部においては近代市民法７)定立する人格・所有・契約の各概念につ乱法形式上は各個‾

褐立の対立関係におかれる．これら概念の内的原理的相関関係をば梢･々詳細犀考察し，旁々ま佗夫
　　　　　　　ゝ　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　■

々の概念の保有する意味内I容をも理解することを試みすこ．然ると'ころ我々は必ずしも鮮明にとはい

えぬにしても,'そこ力ヽら，これら概念の中何れが近代法をば貫流する最も代表的指導原理としての

役割をもつかについて抽象的にではあるが大筋の理解が可能となつ7こと思うのである．そごで本稿

においては，前稿においてなされずこる分析の綜合から出発して何ものが近代法におｰ'ける最も代表的

指導原理を成すかにつき論証を行い，以で前稿胃頭に示され7二乙主題の趣旨に副うとともにその基

本的足場を閻めす二く思うわけである．

　既に理解され7こる如く，「人格」･はそれ自体直接的に自由なもの，あくまで主観的孤立的且つ抽

象的なもの（別して法技術的観念）として，観念世界に横すこわるものとしては，生き7こ人間社会関

係という歴史的現実の考察にとりては無意味・無價値なる存在である．これに対し「所有」ツま，こ

の人格の抽象的主観的形式の止揚の形式としで人格の定在・現実的基礎として在に人格７）可能性

の実在性と･いう行動的側面の定在としての位置・役割をもっ．このあ7こり既に所有は我々の関心を

引くものが強い．蓋し即ち現実的に旅價値的なる人格の外的主張をば可能ならしめる現実的基礎Ｔ

行篤的側面としての所有こそ，歴史的現実的考察にとりて意味をもっ起点とされねばならぬ．この

ことは肯「契約」の性質からも保証Iされるものである．即ち契約といえば，所有の私的側面即ち未

.だ主観性に止まるものの社会的側面--一客観的なるものへの法律的媒介形式であり，端的には私所

有それ自体に内在し且つそれに矛盾するところのその祀会的契機７）狽立現象形態とjしで在るにすぎ

ざることを知っむのである．総じていうなれば，所有に内在する二個７）モメントの分裂に･よる一方

の聊立的存布（現象形郎）ヽとして契約は在るにすぎず，従ってそれはan sich なる形式的論理的

價値を,も必ずしも充分もちえざるのみならす，それが所有と所有の交換（譲渡）としては，物に対

する人の私的所有をば基本的前提とすることが充分認識されねばならぬ．-かくて人格心のもの

･は観念的なるものとしては歴史的現実的には浚價値的であり，所有はこの孤立的・観念的・静態的
　１　　　　　　　●　　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　．
なる人格の現実的恭礎・生さすこ人間関坏創造のすこめの行協主体としての側面であり，而して契約は

すこだ私所有に内在する矛盾刀契機の掲立現象形式一所有概念の実現（複利として）の7こめの媒介

形乖゛すぎちj9‘れ故に契約7）前扱･暉点はあくｊマ（私）所有そのものなることが明らかマあっ



　　２　　　　　　　高知大学学術研究報’告’第４喉第11妄・

マ見れば，さすれば，（私）所有こそ生引二人間関係ｹ）法的考察（齢こｂ，その焼実的出発点とな

るものとされねば･ならヽぬのである．（前稿に示したるズタ･イン哩論かでらは，このぐ汪は明節こ出されうる･が，･ヽ

一ゲル的論製か，よし観念論的逆立ちとされるとも，尚本文の様な結論皿可能と考える）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　二｡Ｉ≒

　前段になされ7こる結論は，褐り前稿における，いわばむしろ哲学的岫象論理の帰結としてのみな

しうるにあ.らすして，第四部までになされたる資本制社会の現実一資本制生産過程の場に即する雇

傭の展開過程に関する考察を吟味するとき，既に朗らかにぎ削ﾐ筈７）=も訪ど考えるものである．さ

　りとはいぇ，念の7こめに明確を期する7こめ，今ここに再度約言するで満ろうー．１

　資本主義的経済組織の根本特徴は，生産手段の私所有者と非所有者（以下多くの場合,郭こ所有者と非

.所有‘者と表現する.）との分離一つまり生産手段の分配様式（生産関係≒所有関係）一一ブ）事実，而し

て凡ての財刀商品化の点に存する．従ってここに二つの基本的事実炉生起し7こ．日は労働者の所有

する労働力は，而して封こ資本家の私所肩する生産手段も，相ともに両者間の契約によりて結合す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　●　　　　　JI I’●　　●　　　●
　るのマなければ，祀会的現実的実碧をば発揮しぇ首ヽつ仁）晦換言≒rれば／前者は生汝手段との

･結合以前には一労働力が契約（雇傭）によｂで生産手段所有者に販売されるのでなければ，労働

力の所有は現実にそめ恨値をば実現しえず，つまり労働力所有屠ふ労必者一人格者7こｂえす，即ち

莉つで生きすこ人間として生活主体す二るの基礎を確保しぇなかっ了こ．後者まだ多数力労働力所有者と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1j　　‘　　　　し　　●の契約による，それとの結かなくしては，その所有ぎ壮会的実現即ち祗会的生産機能を発揮しぇな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　り..,..･，・
かっ7こ．ぐ=⇒は人間労働力も商品化され，つまり價値の対象と力う仁,こ↓となのである．か力ヽる経済制

度をばその実質として保護せんとする近代法の前提々な.すものこ＼そ，凡ての財の獲得をなさしめる

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　，LI　I　’ χ･1　　.
すこめの各人の「平等」，且つ凡ての財７）商品としでの流通の仁めめ各人の人格の「自由」なのであ

る．従って資本家一生産手段所有者と労働者一非所有者は法律の前に･「卒等」であり，労働力給付

の売買も「契約自由」の原則の下に服せしめられずこめであっち･･,正しく近代法は個人主義的自由主

義体系を以て貫かれている.　　　　　　　　　…………j，I゛｀　＼

　然るに吐会経済的現実を前にしては，労資間にぽ実質的なる平等は実現しぇなかった．即ち先づ

ｰ-（1）労働力も所有の対象7こりうるが，それは人格の外的定有として人格と不可分離なる特殊の

滴品，換言すれば労働力の担当者が人格者なるが仁めにj一自由競争場裡において労働者一非所有者

は今明日の生活資料獲得のすこめバこえず一種の緊急状欣犀陥吋/何時も’何人かの贅本家一所有者に

属せねばならす，従って既に労働力所有は生産手段非所有としヤは，「所有」においで労働者一入

善の自己関係は現実的意味・價値をばいこぬ端初が見られず二,い力;くてそれ故に，労働力－商品（－

.所有）の販売（譲渡）ぱ投売り”･とばなり，労働条件決定は資本家→

　られ包．所有者も非所有者も相ともに平等なる「商人」∧であ竹川ら↓後者にとりては意志の自由

　は現実的否定であり，’契約の自由は保障されえな力ヽゴこ.‥むながら，両者間の不平等不自由が

　契約の締結にっいでのみに止まるかに見えること．それは一づの噴がにすぎず，非所有者の不

　●　●●　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｈ・●　　･･　．　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　自由不平等なる境遇一自己関係の喪失-への沈倫は，猫万流通過程一契約締結一に止ま･らず,｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り･●　　　　「･･実はそれは契約の内容--一生産過程-において決定的ヤあっだし即ち繰返えす様に，労働力の担

　　　　　　　●●　●●　●　　　●●　●●　　　　　　　　　　　．，　ｆ●１－　．　Ｉ当者は人格者なるを,以て．労働力は非所有者人格と分離しす販売しぇ.･ざるがすこめに／労働力販売に

おい７非所有者自体（一人格の外的自然状態）は所有者亥厄ヶ）乱と富ｙれふ,ごとヵヽらし７，･労働の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　．･･Ｆ-ν¶　　　１ｒ_　￥･場においては非所有者は必然的に所有者の下にその人格支配をば余収なべせられ仁ここ･において

は既に「人及び所有者」としセ承認し合うという契約原理は果されることはないのである･（即ち学

者のいわゆる¨身分法の設定”がここに見られる･）Lバ……;1　…… ……;　　へ: ･･　.1.1

　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　し　．．●　　　　　ｉ●･‘●　，　　昂の所有者による非所有者の人格支配は労働過胎==労働万組斂づげヒお･いて濃化し,犬支配服従，
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逝代西有橿･と従属労働.‥〔､ぞの二〕一一（宇田） J､3

後者の機柵への従犀の関係（筆者叫ヽう爆働力の組織的分子）狐付風らノ労務9）所有者による一

方的決定に至りて頂点に達し乙　正に労働力＝物の中に自己の意志をおく,と,いうj労働力所有の,自

　　‥　　　　　　　　　　　　(2)'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，･。　，己関係一自由な意志－は全く否定されている。今や労働力は個一人格の褐立を否定さ,れ忙る,じ草な

る資本の一実存形式として資本一所有者の自己関係にと転化し7こlじかも労働力組織関係は契約概

念が個対個の交換形式なることか右，当然それ（可能性）は法形式にとりでは外的関係として,ヽそ

の知らざると･ごろであっす二.･荒し契約は非所有者と所有者の自由寛:合意あればそれにjよりて正当な

のであ仙　’正しく俳所有者は所有者に対して不自由であっfこ.一更に價値増殖過程一繰返えず様に，

これが資本主義的生産の基本的目的をなす一亡あ七りては，「労働」は自己及び家族の生活維持の

すこめに所用なだけの「必要労働」以上に.ﾌﾟ姿本の（剰余價値丿生産の七忿）の労働をば余儀なくせし

められ，その部分こそは正しく他人（所有者）の利益の7こめのみの･労働であｂ，その場合労働によ

る價値増加部分は凡て所有者の所有に属せ:しめ･られすこ.･かくて両者間の債務関係は，単なる資本の

價値増殖の7こめの強制的剰余労働関係にすぎざることを知っ7こ．別言すれば直接的には労働力所有’

者一人格の労働力使用過程炉,･價値的には他人７==所有者の労働力消費過程（所有者の自己関係）’と

なって現れすこ．しかも法一人格=･契約の形式は,かかる歌会経済現象をば價値的に見る.ことはない．

ともあ邨かかる剰余労働による價値増加部分が;生産者一非所有者の所有とぱならす名点に資本主

義的経済構造の必然があっすこ．更に腐かかうる強制的剰余労働関係は，その物的過程と･しての労働過．

程乃至は流通過程（契約）の背後に隠蔽されてあること.をも見了こ．決してそこにおいても労働の自

由と所有者犀対する平等の実現されざることは明らかであっすこ,..　　　　　　　　　　　　　　．

　要するに不自由不平等なる祀会関係は,．このようにして，契約締結７）前後，労働内容，價俊増殖

過程の一連にね北りて生起しfこのであっすこ．畢竟労働一非所有は資本==所有植一所有の前に一個の

　・゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，｀●,●　●　　　　　ｆ　　　　　　●●　　・　　　　－
　「物的」存在¬生産の手段-として把握され7こるにすぎなかっに．労働（一非所有者）.の自μ

関係（自由な意志），非所有者の労働力－商品・所有者すこることの承認の存在余地はもとより乙こ

にはありえなかっ7こ．然り，而してこれらの事柄は要せば，資本制生産関係一所有関係－¬剰余

價値生漆十-の必然であっ7このである‥‥‥‥第四部までの論.旨の綜合的梗概は概ね以上である．

●　●　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　・　　　　　　　　，１　　　１　●

（り

C2)

（３）

平野義太耶氏稿「労働μ約概論」，法学協会雑跡4i巻，２号參照．

平野氏著「民法におけるローマ思想とゲルマン思想」255 Ma照．

ヘーゲル「法の哲学」88節參照．前稿所掲132 W-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　右によりて歴史的資本制的生産関係一生ける現実・具体的人間７)関係にお人ヽては，人格･・契約'

の自由は，．正しく非所有者一労働者にとりては空しき形式と,して実質的保障をばなしえざることを

容易に失ｎうる．．し加も加加る非所有者７)うけとる特殊的・具体的規定は,一既述の様に，人格の立．

　　　　　　　７　●　　●　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　　ｉ　　　　　　　　●　　　　Ｊ　　Ｉ　　　　　　　　　■場一抽象法-においでは，人格７)直接的自己規定に゛よるものとして．･ｲ可等その関知する･ところ

ではない．換言すれば前稿における論述から明らかなる如く.，労働力所有一生産手段の非所有の所

有が左様に悪しき実在性なりとするも，労働者一人格者は直接的な規定における定在としての生産.

　　　　　　　　　１　　　・●゛
･_　　　　　●　　ｌ　　　　　　　　　ｆ　　　　　　　　　．　　　　　　･･

手段の非所有の所有以外の定在を有しえさでる了こめ，それ故匹力噺る具体的内容は全く法に.とうでぱ

問題とはならぬわけなのである．かかる意味において，あ.らゆる人間の普遍的複利可能性としての

人格概念は.左橡な観念の下に可能性の現宵化如何をば法律的関心の外におくこと･炉理解されうる．

゛‘　　　　　　　　　　　　　　　●●,●゛●●　●　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　■
－一一さ･れば,べべ,し,て．ここでは次の事柄が指摘されう.る．･現実に檀利を取得する充分なる一司能性l

を保有する者，･現犀複禾lを取得しおる者に･とりては，こ汐現実が法六人格うに,よ哺て基礎づけられ．

その安固を保腹り・･る二どに対して,もつ利害関係は蓋し重且つ大なるものがあ乱澗利否認'･剥奪･

の危瞼からの防衛を現実に享受しうる限り，正に資本家＝生産手段所有者にとりでは人格概念は不一
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可欠なるのみか，
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充分'な一石測候帽３の七あＥこれに皮口鋤卜所有の可能性力胎眺の筧

込なき労働階級肩除有唐心いｒ･は，種莉主体ヽたるの殆位をば否定唇息急とと･がしとする扉態的

消極的なる人格概念は，不可欠でぱありながら，芥も尭分なる掻形球乙あ｛雁，近代佳保障の所以

にあらざることを理解しうるわけである． ゛ゝ

　次にF･契約｣は現実に彿所有者にとりて何を意味し7こ‾か,．最単喋,々する穣七ほあるが,'前述の様

に／所有者と非所有者とは契約当事者としでは猫立的雇人どじで禎会し，相宜に人格承詔功圭前を

とるが，事実は契約(雇傭)においで非所有者は㈲でも蜜択じ了名の形式的自由｣をば実行しえ

ずして，労働条件の一方的決定その他の價値的形態におけ苓所有者の非所有者ど対す吝支配的地位

の珊得炉，・契約(物刀價値の交換)を媒介と/して現象1し乱法的弗．現実的に完全に狽立し祐る社会

性:う私的労働--一直接的に狽立しり=る人格肖晰有屠が,∇他力人格=;=所有者との間に略ける所有

　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　･１　ｒ　●　Ｉ；　　　　　　　　　　　　　　●　●の交換にょりでー･一即ち契約を通じで，物の價値'(ミ喪本一所有権(庸力ごに従属することが契約内

容において一一社会期系一一現象し7このヤがる．價値的ｋは自由意志kTよる自由ヴ)売却で‾し加あり

えこ;いとされる所以である．こｹ)ことは無論沙=的形式と実体力乖離を糸すものであって，かかると

ころに,ヽ労働粂件を巡烏麦本制的土場生産の場に即ずる所有涙ど非所海老どの間における労働関係

の法･的性格に係る'消息を以て｢身分的支配形式をもっで包まれる,契約｣，　｢更に正確には，その実

　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　；　　‘　(Ｄ.体に於･七は身分的支配と契約関係との混合)‘で心冨とされう略拓殖が存するわIけづありう前に加

語を以てふれ包ところである．抽象的沙論理的には，契約は自由が意志の発動としては，即ちその

形式においてはにかかる所有者の非所有に対する身分的支配φ直自を具えるととろの'もの，換言す

れば正しく，ｽﾞ)力る人格支配なる内容をば内包す名ととぷの･自廠の形式亡あ呪それ雌自由，ﾆｰ--そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１●　　　　　　　"　　　　　　●●の措定いこる内容としで，自由一人格の.自己規定に外ならぬのヤあ名．さすれば，力かる吐会的真

休面内容は合意Ｅ放任される所以であるン契約一殖二言よる]紬粕十←実体的には｢契約による

契約一自由な意志－の制限｣-はIそれに外的な偶然耳し七瓜虻す七とすれば，喫約いヽくして近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　■I　　　　　參　･●　　．
代性の現実的保障をなすものでは心:い．　　　　’７

　　（１）吾妻光険氏普「労働法の基本･問題」24貞の言．

　　（２）吾娶氏著「近代絵合と劈働法」35頁の言．　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
” r .

　　これを要するに，近代法は財貨の支配者一生産手段Tの所有者匿対して，そ弥人格と自由，契約の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　l　l●’　　　　　｜自由を保障するが，資本主義的近代的工場生産の過程において創出きりり）く労働者―財貨の支配か

　　　　ｆ　　　　　ｌ　　　　　･●　　　　Ｉ　　●　　　　　　　　ｊ１’ ｋ｀　”‘’ｉ／･一一●‘●’･●　●　’ 一一Ｉ　ら切断されすこる者一生産手段の非所有者の人格と，自由契約の自由の保障をなしえざるは自明とな

　る．財貨乃非所有者にとりて，人格・契約の抽象的概念は陳史的現実的匹はあく･まで女字通り抽象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　１　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●的こら概念把旅石が，財貨の扉脊丿舎の所有の自由のふぽ，「所有」･ｽ概念が直接的なごをの実質的保

　摯　　　●　●．　　　　　　　．　　　　　　　　●　●●●　●　　　　．ゆ●　Ｉ　Ｊ．６１　　．●　　●　　．ｗ．･　ミ　　　　．心．障手段とこりて現実的價値と意味を有するのであるノ正しく自由は実は所有（楳）の自由であり，

平等は所有（撞）゛輿えられふ平等゛あ゛どわね洋平らこないT一丿

　　゛この点については，学者が７設1こ資妬主義法律原哩四価立者とさ･れるベンタム(Jeremy･ Bentham･ 1748～1832)

　　・　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･d　　　1°...・　　d　　　　　　ゝ　　の学野に関する若干の稲撹を加えることが適当である.一人も知る轍.に４ンjjい,えば潜入は直ちに”功利主義’･

　　’　　　　‘　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　‘s:.クしへ　‘Ｉ　．‥　　　．．．　，　・　　　を想起する程彼め名が功利主義と極めて密接なる関係を有し, Benth‘amism Cベンタム主義）‘といえば，また直

　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･●　　　’il　●●　メ　　　　　●d
●.　　　　「

　　飼こ19世紀英國の功利主義を意味する程であつて，彼の法律･,砂冶丿挺涙謐ぶ」出発点となれ心i拘提は，こゐ（－）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●’４１１　ｊ　　÷,１-　ｉ　　ｌ　ｆ．　　　，　　功利の原哩又は最大幸錨り原理（Ｔｈｅ principle of utility ０,f the grea･test happiness prin'ciple)と’（二）

　　自利選択の原蝋（the self-prふference principle)で多乱∩雛阻雇弗な抜の代表的著作たる「逡油及び寫法め

　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●・●●ゝ’.･　k●.●　●●　　　　jF　　諸原咄こ関する序論」ぐAn Introduction to the principles of Ｍ。叫ｓ and Ｌ･egislation)の第一章に題

　　す右「力利の崖哩について」（Of the principle of Utility)‘に展面き,れる昿トこの原哩が彼め学説中最,も重要

t

、
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　ln租穂想ｋす４の４４乱ｕ周如ｊ=と.,こ属一八l･jjし･七前1･とj蚕長め血aSfiftつ娘臨4,首政義，

　.　＿　　　　・，　.’　･｀:　　　･.プ･･　．　　．．　　　　．　‘．　　　’゛･．‘∵｀　’‥｀･ ゛ｔ゛゛ｉ｀「一
　僧入主を,･長主生碗の主張となって現゛れたふのてある．ダj゛ダ‥‥‥‘・ ｊ‘｀　　・　･･･・．　･･・　　　　・．･

　し政巳;ぽ４ンタフヽの｀いわゆる功利の血涙七=は掬て奮右か丿彼のいJｙどこ励こ･1れ廸－Fどん･肩ﾐr焉ピ掻･よ，片の布

　･盛沁:れ1こ関梅谷4,つ乙ヽ名当事者め糸咆を喩大ぜしめ乱二それと,七廠示笹じめる屈,払ヽに･，同し水心脳．

　言奏で言えぽ／その幸循を貌姐汝しめるごか，それiともどｋを皿むか／そゐｇ石七の１うに見え名かといSごどにょ

　っ七，与のわ喘を，或いａ承血し;或いａ否認ダるとと名の餓理－とれヵ海牙唯ゐ原咬乙急味で£１．私むヽ‘まど

．みなび屏にをよ，八,つた.,-うまり，順二個タ人め行鳥ゼけで心なく，政府６一切の政策をも，それは含んでいる

　･ヵヽ５ゼ.』,（聯口‘3o.b. 3y咄帯屏垂行,･世界人魯想.今旭,.碓今三宗歌.･,fjﾄﾈ4R節篇7, :i5M.' ?irよ昧低徊匯家的

　‘経済学の発展・第４章．同氏「経済学大損」下唇312頁）．而してIこめ功利性の意味は彼によれJぱ『功利性とは，

　・　　　　●-・･φ　ｊ．　●　　ﾐl・　　　　　　　●　　　・　｀；i●　　　　　●　－　●　yd　aa■÷a　●　　f　●.・その利害か考慮され’るとごろの当事者に対して，恩悳ﾀﾞ･利盆･.快秦･盾或いは，卓而‘（いまの場合これら全てめも

　ｰのは結局向じどとに51るの砲かｙを生み出す傾向･,一或い吐ま元（とれも垂た同じもおを鵬子ととにがるのだヵ1）災

　　　　　　　　●　I　　　　ゝ　　　　　　　￥●　●　　　　　●　　・　●　”　lt　　●　　JLW　　　　●　　　　●　　　’厄・苦箔・災害或いは不幸を防止する峨向をもグとごろの何等かの事物に鉛けるそう･した性質を意味する.』（前掲

　全集16 K,海上氏前指向寅，尚，平野義大郎氏稿（ベンタムにおける個人主菱,し功莉主義の法律原則，I挺画学研

　究第１登第１号67頁以下參照）．更にこの原哩の適用される鮭蚕にっ乱彼は『仕谷とは佃々め人間からなる一つ

，の仮想的たものﾆ(body一筆者附註）であり，それら個々人はあたかもこのもどづ成員であｈヽのようにどれを嬌

　　I●
・●i ●●　　●　　　　　　　　　　　　　　－　　　　●　　　ミ　II　　　　　　●●　.･　　　■　J　　　　・

ﾌﾞ成す≒るものとして海えられ゛る.』となし，つづけて『だとす元ぱ，そめ場合,遊会の莉盆とは何でヽあるか？∠雇会

　を獅成してぃ名は々ゐλム丿二の利盆の総和ということビなi,.』として，よウて彼は才し｀どふって，（1ヽ垂もし仕

　　　！　　　　　　　　●　　　　　　　　　７　　　　　　　，　●　’，．　Ｉ●゜’３４　　　●ゝ●　　●．　●･　　－　♂　会全体について登うならぱ）ある行助が仕会の幸俣を増大せしめんとする1頃向か，それを恥少せしめんとする|頃向

　　　　　　　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　●’●●-　　　　　・　　　，．●　がより大であるとき,その行動は功利性の原哩あるいぱ簡単にいぇば功利性に適９たものというと=･とか出東よう.』

　と主張するのである（前謁全集1‘6頁，河上氏前掲iff 313頁，こＱ束尾の章句にいわゆる最大多数の最大幸疆の原

　理か示されるＪ）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　＼

　　彼の法律論の第二の前提たる原哩として前示の自利選択の原哩があるか，とれは次の如i1ものである．彼の意見

下ちれぱQ阿が快渠である.かは，各人が知って抽り．,何が苦慮である.かも，各人の知っているところ,だから，畢竟

刊が争陛であるかは･各人の知？でぃると,こ,ろであ石」．　即ち.各人ゆ原則とし了諒自身の帚@O:^_I:O,利次者(the

"best judge)であると同時にまた自己の最大幸福を追求することを以て，たえずその目的とずる傾向を有するも

｀゛　　　　　ｌふ　　　　　･●　　　　　゛　● Ｆ　Ｉ　　Ｉ　．　．７　　　６　　　　｀　　ｊ　ｊ，●Φ ｌ
　･のでわって，従って「彼飢身が必然的に彼自らの第一の問題であらｈぽ‘なら£.」とされ，而して（あらゆる人間

　をして，彼の営むあらゆる場合の行部こ際し，そIの時に彼づ探っえz其と）也合にっいそ・廠め考から,‘最嵩威こ彼６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ ｊ-怜■　　　　●　●　ｊの最大幸幅に貢献するであろうと思われる行動の方針をぱ,一それが，他の同じ人間の（或’る他の人または自分

　.以外の総ての人々全体の）幸拓に関し，如何なる結果を狸そうとも，敢て之を遂行するに至らしむるところの，人

　.同性に存す.る性向を蒔して，自利選択の原理という.」というのである（河上氏,前掲flF.314~ 6 頁による）．

　　　　　　　　　　ト・　　　－　　　ｊ　　ゝ　ｆ　　ｌ　　　　ｈ　．「　　　．．　●ｈｔtp:/／www..　●　　このようにベンタムは各人がその「自利追求」と「自利深択」と」こっき最上の判定者となすが,‥ヵt.か.る思想に基

　　　　　　　　　　１●　　●
・　　　●●，　　Φ　　●ｄ?　　　　●．　１　１　～　　　|．．ｄ●４　・　Ｉ．　●･

　･づき，平野氏,の紹介するところにょれば,.彼は『法律は，仕合の成員が，そり本,能としてもってぃる自利追求の念

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ｌ　　　．　‘　．Ｉ　レ‥　　　　ｉ　．,・　』●　　ｊｕ　と自利選択の心とのま.に刳こ缶して置き，自然の作用に放っておけば，かれ等は，おのづから自分の生計の這を樹

　　　　　　「●　●1　　　　　　　●|　　　　●　　　　　　●●一泰●　　　　　〃　LI　.　●　●「●-　b　fl　　　丁●Φ●　てて利盆を追う七ゆくであろう.二=うぃうように，法律が各大力経済生活に対し七午渉を加えず，各人の自然の作

　卸こ放っでおサぱ，各人の幸砲ヵ泌ず到爽するj与ん:ならぼ，それＥじ糾りそ，註谷益泳の公ぐ友/砥λａ

池谷全床の嬢扁石亦４途せしめbhZ>-r:t>ろう.」と毎えｓ・ｔ･あｓ（単鰹氏著「法律Ｅ於する縦級自乎」§o頁，

　鋤同氏稿「ベンタムの個人生剔弛法原辱」，法学協紬良第42唇盾1」号･23」寅以下盛照）」これ即も彼と）自由

　’放賄Ｌａ叫ez-fa‘iｒｅの法律政策に関する根本･的意見そ£!），これに従って財貨の癈紘又易吐凡て各人．自I･由に

　.放任さるべ含だとす苓法律原琢が辱出されるの？あうｙ.,濁めの自由FrＯ如m of Co叫声,, Ver.tragfreihei.t

　これ’であ吝．よりて，河上氏の紹介するところにより･ご，彼の契約‘・自㈲ﾋ関す厄意克1fえれば,イ帥こ各個人を

　.以て各自の幸姑に’つき最上の列走者であるとするｱ1らぱ√詐器または砿励にし七存在をさ紬ぷぎゲノ甲およぴ乙な

　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　●　｀　　　　　･¬　j　　　Tへ，一一．へ　　　　≒し,;．●－・／　るものが自ら逞んで互に２定の契約を綺び，相互に己れ自ら･を東縛することは，｀そ’め契約おり斉,如何に拘らず，法

　　．●Ｆ　　　●　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　４　　〃　　　　　　　　　●･律上総そ是認ぜらるべき筈である;」どなす．であっ七，ととに彼ヵ喫約・自由番以七元縦しﾋの根本原則としたる

　　　　　‘　・｀･　・　　　･．，・／　・　　･，　;･　∠イ，．；．　．　．,・　　　・，フ　　･.,．1，
浙以が存するのであ右（河上氏前掲4*322頁）･澗して彼は法律・政治の分野におけ岑.と.同即こ.,.功利９原哩と自利

　　　　　　　　・　　ＩＦ　　･●●　●　　　ｒ　ｉ●　’　　　　　　●　　●　曳● tl4　1　　　･.ゝ●●　　，11’●l●　選択の原哩をば根まとして経済方面に以ヽてもまだ自｀由放任主義を唱導しためである（こ=の点河上氏前楷書3之6～

　32良參感）．．　　　　　　　　　”‘　‥’゛　　”゛　　’＞‘　’¨

　　然為ととろ，彼吐との自由放（（契約の･｀自由）のロiJ･タリ二としそ所有指の木司４祐おく．であらせ，とれにっ
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き両野氏の紹介するととろをきいて見よう・岬ち「各人は，その生計の璋求に関して最上の判定者なのである．だ’

から，各人はあらゆる源痛を避り‘，利益を追求するために，財貨を生産し蓄積する．･しからば，法律はこの個人が.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ　　●　　　　ｊ　　　　　　　ｌ利己的活釦こ荼いて生産蓄積したものを保護し，且ワこの保護を完仝ならしめるためには，この生産め生ずる物と

物を所有する人との関係，すなわち，所有相関係を保護しなければ攻らない．そうして，この所有相をして絶対作

な不可侵性を帯びさせることによって，此会の功利は全う甘５れる.」となして（前掲平野氏（階級離

傍点は平野氏）ベンタムは私有司良相の確立･安固の嬰を覗くが，しかも彼の場合は「法律は一人の人に厚く他の･

一人に薄くしてt!ならぬから，財の分配は，『平等』でなくてはならぬ．それには法律は財が現に存立している眺

態のままでその平等を期さねばならぬ.」とされるのでもって（前掲平野氏「階級闘需」82頁，傍点は平野氏，尚
●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．’　　　　　●
前掲平野稿35頁＆照j），彼のいう「平等Equality」の意義は実はここに存するのである．而してこの点につき更

に尚河上氏の紹介文によりて突込んで見れば，この場合Γ彼は鮑くまでも私有財産制の安固を政治の第一原則とす

る烈こおいて，依然として個人主義の符徴を維持していた.I」のであつて，即ち「彼の意見によれば，配分の平等

を期するがため生産の亮蓬を犠牲にするは践である．財産の安固を計ることが政治の最高原則であクて，財産の平

等は只この安固の原則と衝突せざる限引こおいて始めて実行さるぺきものである,涜つてまた｀,現時の配分状態は

たとい如何なる状態に在るとも，その現状を維持することは，立法者Ｑ第一義路である，という」のであクて，か

くて彼は「現在の財産私有の制度（それはベンタムの住みし此命にとつては，収りも直さず資.本家的な財産私有の

制度である）を維持し保護することを以て，政治の最高原則となし，立法者の第一義務となし，これを以て千等政-

策の上位に避くことにより，明白に資本家的駄肴としての立場を固執したのである.」（前掲河上氏著書333～4頁）．

して見れば正しくベンリ

従って彼の場合は「無産者と有産者との問の平肌いいかえれぱ，私有財産相を否定して副･産の弔等をはかること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●I　　　･･　゛bではない.」（前掲平野氏著「階級剛争」82頁）といわねばならない．（従つで彼の平等は此会主義的思想に傾ける

ものにあらざることが留意されねばならぬのであつて，この点については尚前掲河上氏著書3341;以下及び前掲平-

野氏著「階級闘争」83頁の註３＆照）.-

　これによりてこれを見ればここに次の様な主張がなされるヤあろう．即ち近代法原理一近代法

典の表現する近代性なるものは，「少なくとも」所有の自由に代表されると．否むしろ右にふれすこ

　　　　　　　　○○○　●
○○’I　　　　●　　..

様に，人格の自由・平等，契約の自由は財一生産手段の所有楳者にとりてのみ自由・平等なるが故’

に，既にその意味において所有の自由のみが近代法の近代性を実現しうるにすぎぬとなすことが適．

切であろうｰ･.･

　史上有名なるフランス大革命の指導理念をなしたるかの「人楠宣言」（Ｌａ declarat on des droits de l”

homme et du citoyen.) か，資本主義法律原理を以て此会机織の根本原哩とし七宣明したるものであ凱これ

が19世紀法律組織の基礎をなしたるものなることは人の知るところであるが，ここに同宣言の思想－そのいわゆ

る自由・平等が何であるかにつき一瞥しておヽきたい．“

　そもそも該宣言の第一条『人,は出生及び生存において，自由及び平等の権利を有する』("Les hommes naiss-

ent et demeurent libres et equx en droits.”）なる規定の本質的意味はいうまでもなく，これに照甕する

末尾の第一七灸『所有権は不可侵にして且つ紳聖の掬利である』("La prori^te etant un droit inviolable･

et sacre.”）の規定の統一において哩解さるべきである．即ち平野義太耶氏の言を借りていえば，まことに「所
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　●　　・
有相の不可侵性と紳副生とは人指宣言第一卸こ宣言せられた『臼田･茅等の原則』に包既せられての今･，具の意義

が存するし，その冒頭の宣言は，この末尾の規定に支点をもワてのみ，はじめてその皿実な根基がすえられるので･
ｉ’　：●　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ｉ　，ｓ　　　　　．　　　　　　　　’
ある．果して，しからば，有産者は生れながらにして自由・平等なるが故に，その有する所有指は不可侵であ.るベー

きであるし，その所有相が紳聖であればこそ，その所仔者のみは，生れながらにして，自.由と平等とであ,る」ので･

ある（平野氏前掲「階級岡谷」84～5貞）．正しくその自由及び平等の犀哩は，あくまで有産者＝生産手段所有か

の自由及び平豹こ止.まることがここ.に明らかにな.る.のでおり,｀従つてで「その忽こ，無産者は生れながらにし.て，不一

自由･不弔等なるが故に無産であり，その無産の故に，不自由・不平等」なる（茅野氏前掲書85頁）ことはまた自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　　　　　　ｌ　　　　　　　　ｊら容釦こ哩解されるところである．かくして平野氏が続け七いうように「大喝宣言の冒頭1こすえられた基礎原理は

終尾の基佐原哩と相呼謳し，相たすけ相まつて，一の不動な見爪旁痩得すゐ．従って，この両煮を罫卜した統一原.:

哩のうちに，アルジオアの法律組織はその体系を遺漏なく完整する.」と（平野氏前掲書85貞）されねばならぬのｰ
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　　である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　右に見巡様に所有の自由のみが現縦的圃縦的攻障をうるとすれば，このことから非所有者の所有

-への隷属が生起するに外ならぬが，ともあれ，このようにして，近代法の抽象性は専ら所有するこ

　との主体性へ重点のおかれること換言すれば権利主体をば所有主体に偏重することの中に，その基

:1本問題をはらむものといいうるのである．人格の最初の，直接的定在として所有の規定がなされる

　とき，労働者階級にとりでは，その定在は単に形式論理的なる労働力所有における定在一生産手段

.非所有の所有－としては，歴史的現実的には実は生産手段非所有者＝所有の非所有者として，生産

手段所有者一所有の所有者による支配服従の関係において労働力所有者一非所有の所有一労働者==

人格者仁りうるにすぎざることを知りうる．人格一非所有者－の所有への吸引--この法形式に矛

,盾・迷なる契機は，所有（権）一実は私所有－そのものにこそ内包されるといわねばならぬ．かく

　して人格・所有・契約の概念における中心・くせ者こそば所有の概念に容疑さるべきである．何れ

ｰ後述もする如く，商品交換を成立せしむる法的規範こそ所有であり，所有規範（所有の不可侵）は

゛行鴛規範（契約の履行義務）を予定し，それと不可分離でありながら，実は所有炉その抽象的基礎

　なのであって，㈱に別語を以て一言しすこところである．このような意味において，近代法典一民法

　典の基本概念こそは所有権（実は私的所有権）であり，如何なる拘束をも許さない・絶対的なる物

丿的支配一近代的所有の観念にこそ一切の問題炉残され，係っているというべきであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　稿　の　結　語

　　されば最早ここに結論を示さればならぬ．近代法は無産労働階級一生産手段非所有者に対する

安本―所有の封建的支配の一形式の一必然の前提なることをば，我々は資本主義的に特殊歴史的な

　る現実に即して知りえすこ．自由・平等は所有の一方的自由・平等であり，正しく第一部炉指摘しすこ

　る様に，近代法は所有権の自由植体系である．よｂて以て我々は冗長にすぎることを恐れる炉，肯

款の言葉をば敢えて最後に重ねることを許されるであろう．即ち一以上の事由よりして，近代法の

･-代表的指導原理をば自由平等なる人格概念従って契約の自由承認という，個人の主体性と自由とに

.求めるの見解は，正しくこれら諸概念からの吹述の様なるその歴史性の捨象√抽象概念化という致

･命的なる誤謬を同しすこるものというべく，このことは敢えて論者の言をますこすとも，我々がこれま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.（l）　で充分分析し仁るところによりて論証され7こ筈であって，正に所有における主休性と自由こそ炉近

一代法典をば貫流する代表的指導原理と見ねばならぬであろう．

　　０）吾妻光俊氏著「近代趾会と労働法」195貞參照.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30年９月８日受理）
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